
巻北小学校では「学年×１０分」の家庭学習を目指しています。
宿題以外に下のような内容を自主学習として挑戦してみてはどうでしょうか。

繰り返しの学習

復習･発展学習

音読の練習

学習前に文章を声に出して読むこと

で、脳のはたらきが活発になると言わ

れています。子どもが頑張っている姿

を認めてあげて、さらに、意欲をもっ

て取り組むことができるように声を掛

けてほしいです。

学校では、漢字･計算ドリルなどを使

って、繰り返しの学習を進めています。

頑張っている人の中には４回繰り返す人

もいます。繰り返し取り組むことで、確

実に理解することができるようになりま

す。

宿題だけでなく、自主的に学習の内容

を工夫することができるようになってほ

しいと願っています。興味のあることに

ついて調べたり、学校で学んだことを家

でも進んで活用するように心掛けてほし

いです。

１、２年生へ

ただしいしせいで、大きな

こえをだしてよめるようにれ

んしゅうしましょう。

３、４年生へ

文章を声に出して、場面を想像しな

がら正しくすらすらと読めるように練

習しましょう。

５、６年生へ

速く読むことができたり、初めて見

る文章でも間違えずに読めるようにな

りましょう。場面に応じて表現方法を

工夫しながら読むと、表現力を伸ばす

ことにもつながります。

１、２年生へ

かんじやもじをていねいにかきましょう。

けいさんのしかたをおぼえて、はやくでき

るようになりましょう。

３、４年生へ

漢字や計算の練習は、今習っている内容だ

けでなく、前に習った内容をもう一度練習し

てしっかりと覚えましょう。

５、６年生へ

見直しをして、しっかりと覚えましょう。

間違えたら、なぜ間違えたのか振り返ること

が大切です。短時間で、集中して取り組みま

しょう。

１、２年生へ

せいかつかでべんきょうしたことをいえで

もちょうせんしましょう。

３、４年生へ

国語辞典を家でも進んで使ったり、算数の

勉強を身のまわりのもので考えてみたりして

みましょう。

５、６年生へ

興味をもった内容について発展的に考えた

り、苦手な内容を練習したりしましょう。例

えば、ことわざ調べ、新聞記事の活用などで

す。自分で学習内容を考えられるようになる

ことが大切です。
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